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表富士グリーンキャンプ場
～高鉢駐車場コース

所要時間●上り／2時間00分●下り／1時間40分

野鳥、昆虫、シカ、リス、野ウサギ‥。出会いの
予感に心躍る。原生林の自然と思い切り遊ぶ。
富士山を仰ぎ、駿河湾を見下ろす標高1,150メートルの表富
士グリーンキャンプ場からスタート。無数の動植物が棲息する
原生林の中を北東に進む。通過地点のナラ広場周辺では、西
臼塚火口やミズナラ、カエデなどの自然林、高山植物の花々
を見ることができる。オリエンテーリングコースも整えられ、
特に夏場は子供たちでにぎわう。林道を過ぎ、北上するにつ
れて樹林の数
が減ってくる。
風倒木帯に出
るとまもなく、
富士山スカイラ
イン登山区間
の高鉢駐車場
に到着する。
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高鉢駐車場～御殿庭下コース

所要時間●上り／1時間50分●下り／1時間30分

森林浴と登山をコンパクトに満喫。風とカラマ
ツの樹形美に、しばし時を忘れる。
笹が茂り、モミの植林帯やカエ
デ、ブナ、シラビソなどの原生林
が広がる山道を歩く。野原に出
たら中ほどで沢筋を横切り、か
つて木材の搬出に使われた「木
馬(きうま)」のレール道跡を通っ
てガラン沢からの山道と合流す
る。地形は傾斜を増し、右へ左へ
とカーブした後、尾根の横斜面
を直上する。カラマツの低木林
の切れ間から富士山山頂を眺め
つつ尾根を進むと、水ヶ塚コー
スとの分岐点、御殿庭下に着く。
強風でカラマツが盆栽のような
樹形になり、日本庭園風の趣を呈している。
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ガラン沢～御殿庭下～
　富士宮口五合目コース

所要時間●上り／3時間３0分●下り／2時間55分

笹の道、沢の道、原生林から火山口へ。起伏
差や風景の変化をスリリングに味わう。

刻々と変わり行く植生や、光きらめく原生林の
表情を、風と一緒に追いかける。

富士山スカイラインの登山区間入口(旧料金所)から御殿庭下、宝
永第二火口縁を経て、富士宮口五合目に至るコース。笹の中の
道を歩き、二つの沢を渡ると展望が開ける。広々とした原生林か
らモミ林帯へと続き、浅い沢沿いに進んだ所で高鉢駐車場から
のコースと合流する。カラマツ林の傾斜を登り、尾根に出ると御
殿庭である。三つの宝
永火口縁の尾根を伝
い、第一火口底へと下
る道の分岐点で左の山
道に進み、六合目を通
って富士宮口五合目に
至る。海抜0メートル
の田子の浦を起点とす
る富士山山頂への最短
コースである。
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水ヶ塚～御殿庭下コース
　　　　（須山口登山歩道）

所要時間●上り／1時間15分●下り／1時間5分
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水ヶ塚公園に車を置き、スカイラ
インの車道を渡って須山口登山歩
道に入る。整備された歩道を西へ
進み、徐々に北へと向かう。広々
とした原生林を通過すると、須山
上り一合五勺の休憩ポイントに到
着する。ここで右からの須山御胎
内周遊コースと合流。急坂を登る
につれて樹林の密度が減り、倒木
帯の尾根に至ると視界は明るくな
る。傾斜は増し、右手に小天狗塚
の台地が見えてきたら、まもなく
ガラン沢コースとの合流点に出
る。ここからが御殿庭で、風によ
って変形したカラマツ林の幻想的な景色が広がる。
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まるで富士山の胎内にいるような安らぎの中で、
フラットな山路をのんびり歩く。
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水ヶ塚～須山御胎内周遊コース
　　　　　（須山口下山歩道）

所要時間●上り／2時間15分●下り／2時間15分

水
ヶ
塚
公
園

水ヶ塚公園駐車場から富士山スカイラインを横断し、須山口登
山道の分岐点を右に折れる。道はヘアピンカーブして、スカイラ
インと平行に御殿場方向に向かう。植林のモミ林や風倒木帯、
ミズナラ、カラマツなどの原生林を過ぎ、沢筋を横切って須山
口下山歩道の交差点から２分程で須山御胎内に着く。風穴の中
に祀られた木花開耶
姫の像を拝し、鉄梯
子から地上に戻る。
幕岩に向かう山道を
北上し、須山下り一合
五勺の分岐で西に向
かい、水ヶ塚・御殿庭下
コースの須山上り一
合五勺に合流。南下し
て水ヶ塚公園に戻る。
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美しく整備された林道をまっすぐに北上。風穴
や巨岩を訪ね、富士山の神秘を体感する。
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須山御胎内～幕岩コース

所要時間●上り／1時間0分●下り／50分

幕
　
岩

水ヶ塚公園から車で東へ５分。「遊歩道案内図」の看板と３、４
台の駐車スペースを目印に、整備の行き届いた林道を富士山
頂方面に登って行くと、御胎内の入口に着く。一つ目の風穴を
通り抜け、鳥居をくぐるとその先にもう一つの風穴が祀られて
いる。再び山道を北上し、水ヶ塚からの須山御胎内周遊コース
と合流して須山上り
一合五勺まで進む。
尾根の最上部を直進
し、御殿場からの双子
山周遊コースとの分
岐点で右に曲がり、
少し下ると幕岩の滝
下の広場に出る。岩
壁には見えないほど、
夏は草木に覆われる。
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富士宮口五合目～
　　宝永火口縁周遊コース

所要時間●上り／1時間5分●下り／1時間10分

大海原を眼下に宝永大噴火の火口を探検する。
約１時間の小さな旅は、壮大な感動の連続。

標高 2,400m の富士宮口五合目を出発。樹木はなく、高山植物
のオンタデが山頂に向かって延びる。六合目の山小屋からは平ら
な道が続き、駿河湾、相模湾、伊豆半島の眺望が満喫できる。宝
永火口縁では、まるでギリシャの円形劇場を思わせる岩壁の迫力
に圧倒される。時間にゆとりがあるなら、第一火口底に降りて空
を仰いでみよう。第二火口へと下り出した所で周遊道に合流し、
カラマツやダケカンバに覆われた山道を降りる。沢を横切り、下
界の展望が開けてくると、まもなく五合目駐車場の東端に出る。
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御殿場口新五合目～幕岩～
二ッ塚（双子山）周遊コース

所要時間●上り／2時間25分●下り／2時間25分

宝永噴火の名残をとどめる砂石地帯と、緑豊
かな雑木林のコントラストを楽しむ。
御殿場口新五合目駐車場西側の山道から５分ほど歩き、「幕岩」
の看板を目印に山道へと進む。丸木橋を渡り、さらに進むと樹
林帯が途切れ、枯沢に出る。右手上流へと進んで幕岩に突き
当たったら左側の急坂を登り、幕岩の上の沢筋を通って対岸に
渡ると、富士山頂に向かって荒涼とした砂地が広がる。宝永・双
子山コースと合流
し、右に進むと二ッ
塚（双子山）分岐に
着く。二ッ塚下塚
（下双子山）に立ち
寄って、箱根、相模
湾などの展望を楽し
むのもいい。砂地
の坂を軽快に下って
新五合目に戻る。
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小
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塚

宝永火口縁～二ッ塚（双子山）～
　御殿場口新五合目コース

所要時間●上り／2時間55分●下り／3時間30分

見ごたえたっぷりの山岳コース。富士山胴部の
砂地帯をダイナミックに横断する。
富士宮口五合目から
六合目に向かい、小
屋の分岐点で宝永火
口縁への山道を進
む。尾根を下り、第
二、第三火口縁の中
間で左折。最底部に
降り、さらに下ると
南東方面に枝を伸ば
した旗状樹形のカラマツと出会う。小天狗塚から道は平坦に
なる。林を抜け、一尾根越すと広大な砂地の世界が開け、
双子山の美しい曲線が見える。双子山から山道を直進し、坂
道を下れば御殿場口新五合目に到着。尾根を下って駐車場
に直行するか、御殿場口登山道と合流し、鳥居をくぐって駐
車場に出る。
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須走口五合目～小富士コース
所要時間●上り／20分●下り／20分
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同じ標高線上を1時間で往復する気軽なコース。
側火山ならではの造形とのどかさが魅力。
須走口五合目の山小屋から遊歩道に入ると、鬱蒼とした森林地帯が続
き、シラビソ、コメツガ、カラマツ、ダケカンバなどの原生林や、多彩な
高山植物が生い茂る。20分ほど歩いて樹林を抜けると、そこはもう小
富士の山頂。明るい台地が広がり、雄大な富士山の眺望や、山中湖、
箱根の山々の景観が楽しめる。星の観測地としても人気が高い。沢沿
いには70ｍに渡って溶岩流の岸壁が伸びる。古御岳神社への参道
や、カリヤス草原、幻の滝へと続く遊歩道など、散策スポットも豊富だ。 階段はキツイが必見の価値あり。忘れられない

富士山の絶景が待っている。
側火山(寄生火山)である腰切塚への周遊コース。水ヶ塚公園駐
車場に隣接する「雪遊び広場」のゲート脇から出発する。ウラ
ジロモミの樹林を進み、急な階段を登り切り、左手に小さい窪
地の火口を見送ると、早くも腰切塚に到着。1,496mの頂上
展望台からは、宝永火口縁が口を開けた富士山や富士山頂上、
山麓の広大な原生
林、駿河湾、伊豆半
島の大パノラマが見
渡せる。腰切塚に残
る火口巡りや火口内
の散歩もできる。帰
りは南側の山道を散
策しながら、水ヶ塚公
園に至る。

富士山スカイライン途中の西臼塚駐車場から、寄生火山を巡るコ
ース。北側の駐車場から富士山寄りの山道を出発。モミ林から風倒
木帯を過ぎ、さらに進んでいくと西臼塚に着く。土留の木の階段を
登れば火口の縁に出る。脇には祠が立ち、カエデやヒメシャラの木
立が並ぶ。砂利道を南に行
くとカエデ広場に至る。道
標や案内図を見ないと迷
ってしまうほど、付近には
たくさんの遊歩道が整備
されている。オリエンテー
リングなどの目的に合わせ
てコースをアレンジしても
楽しい。

寄生火山の火口をウォッチング。周囲の遊歩道
と組み合わせれば、自然との出会いも広がる。

K
コース

水ヶ塚公園遊歩道コース
（腰切塚展望台）

所要時間●上り／30分●下り／30分 （最短コース）

L
コース 西臼塚遊歩道コース

所要時間●上り／40分●下り／40分

御
殿
場
口

　
新
五
合
目

森林浴の森　日本100選

周辺施設のご紹介

☎055-998-0085　駐車600台

☎0544-58-6881
表富士グリーンキャンプ場

　日本全国、そして世界の人々から愛され、親し
まれている“富士山”。五合目に向かう登山道に
は車が連なり、たくさんの登山者や観光客でにぎ
わいます。そんな“日本最高峰”としての魅力も
さることながら、 富士山にはもう一つ、 大切な宝
物があります。
　富士山の裾野に広がる原生林は自然の宝庫。そ
の中には無限の動植物が棲息し、森もまた世代交
代を繰り返しながら、新しい生命を育んでいます。
　富士山自然休養林は、“人と自然がふれあう森”
として林野庁（当時）から選定された国有林です。

富士宮市、富士
市、裾野市、御殿
場市、小山町にま
たがる 1,643ha の
山 麓にはたくさ
んの遊歩道があ
り、 誰もが気軽
に散策や森林浴
を楽しむことが
できます。雄 大
な原生林の中に
身をゆだね、自
然のリズムで歩いていると、いつの間にか忘れて
いた、“ささやかだけれど一番たいせつなこと”
に気がつくかもしれません。
　ハイキングの所要時間は往復１時間から半日。
独立峰ならではの植生や地形、展望を満喫できる、
12のコースをご紹介します。安らぎと感動と元気
と。大自然の恵みをカラダいっぱいに感じるひと
ときを、富士山麓の森でお過ごしください。　
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小富士からの富士山

須走まぼろしの滝

M
コース
M
コース

須
走
口

　
　
五
合
目

須
走
ま
ぼ

　
ろ
し
の
滝

須走口五合目～まぼろしの滝コース
所要時間●上り／30分●下り／30分

30分

30分

二ッ塚下塚より伊豆大島を望む 腰切塚展望台

カエデ広場

三辻付近より二ッ塚を望む

宝永第二火口縁より

標高2250ｍ樹林帯を抜ける高鉢駐車場よりAコース入口

高鉢駐車場付近の新緑
標高1800ｍ付近倒木帯より

御胎内入口 新緑の幕岩

富士山自然休養林コースガイドライン

楽しいハイキングは無理のない計画で！
コースガイドライン
①環境悪化と野生動物への悪影響を及ぼさぬよう袋
を携行し、ゴミは持ち帰りましょう。
②登山道、ハイキングコース以外には入らないでく
ださい。侵入により植生が荒らされ、落石の危険
があります。
③動植物の採集、樹木の伐採・枝折り、溶岩・岩石・
土壌など一切の自然物の採集・移動を行わない
でください。
④植生保護と崩落防止のため、ストックはできるだ
け使用しないでください。使用する場合は先にキ
ャップを装着してください。

装備はコンパクトに！
リュックサックの中身

●ラジオ●衣類●雨具●タオル●軍手
●ヘッドランプ●くすり●食料 など
服　装
●日射病対策と障害物から頭部を守ってくれる帽子を。
●上着は長袖の方が寒暖の差に対応しやすいです。
気象の変化が心配される時は、セーターなどを準
備しておきましょう。
●登山靴やトレッキングシューズか靴底の厚いもの
で歩きましょう。

登山の注意！
●クマ対策のため腰鈴など音の出るものを必ず携帯
しましょう。
●携帯電話が通じない所が多くあります。ひとり歩 
　きはお避けください。

富士山自然休養林保護管理協議会
事務局■御殿場市商工観光課　TEL0550-82-4622
静岡森林管理署／静岡県／富士宮市／富士市／御殿場市／
裾野市／小山町／（社）静岡県観光協会／富士急行（株）／
表富士グリーン観光（株）

※路線バスのご案内　
登山シーズン（7月1日～8月31日）のみ、
新富士駅・富士駅・富士宮駅・御殿場駅から運行します。
問い合せ先　富士急シティバス　☎055-921-0212
　　　　　　富士急静岡バス　　☎0545-71-2495
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富士山自然休養林保護管理協議会

須走口五合目第三駐車場からブル道方向
へ進むとアクセスルートに入る。樹林帯を
抜け見晴らしの良い山肌の遊歩道を２０
分ほど歩くと、雪解け水が溶岩の上を流れる“幻の滝”が出現す
る。５～６月にだけにしか見ることができない、まさに“幻の自然の
産物”である。なお、遊歩道付近には大変貴重な高山植物がある
ため、足元には十分に気をつけて歩いて欲しい。
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ここからの眺めは、荒涼とした石砂の世界
が開ける。そこには、二段の波になった
双子山が美しい曲線を描いて
横たわっている。

ここら一帯には、森林限界にポツポツと立つ旗状樹形
のカラマツが、強風に耐えて威厳をもって立っている。

宝永火口底から見上げる第一火口
の姿は、富士山が大きく口を開けた
姿となり、その迫力には圧倒される。

駿河湾、伊豆半島、相模湾
の展望が楽しめる

御殿庭は、一帯のカラマツが強風
で盆栽の姿になり、まるで日本庭
園に迷い込んだ気分に！

下ノ塚山頂には、ご神体の名を刻ん
だ石碑がある。となりにある鳥居か
らは、門を額にした山中湖が眺めら
れる。

御胎内には、2つの風穴があり、
どちらも通り抜けできる。
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自然休養林ハイキングコースは、二合目から六合目にかけて延びる12のコース。
南麓の明るい光に包まれて、小鳥やチョウや花たちが、きらめくような表情で迎
えてくれます。

楽しいハイキングの
チェックポイント

本書を使用するに
あたっての注意点

　このパンフレットは、案内用のものです。ハイキ
ング専用の地図ではありません。天候が悪くなった
ときなど、この地図をたよりにし過ぎて、道迷いし
ないように注意して下さい。
　コースタイムは、あくまでも普通の大人の標準
的タイムを想定しています。ご自分の体力、同行者
の年齢や体力を考慮して計画を立てて下さい。

 (1) 富士山すそ野のハイキングの魅力
　それは何といっても、原生林を含む植生と森の豊か
さです。きれいな空気の中で心身ともにリフレッシュで
きる富士山のすそ野は森林浴に最適です。また、独
立峰富士山特有の強風のために、カラ松が盆栽樹形や
旗状樹形になった姿も、独特の美しさを感じられます。
富士山特有の火山性の樹海や風穴地形も、自然のよさ、
不思議さを感じさせてくれます。それらに接するハイ
キングコースが整備されており、誰もが富士山のすそ
野の自然を楽しむことができる「自然休養林」です。

（2) ハイキングを楽しむには
　自分にあったコースを選んで散策しましょう。体力
に余裕があれば、植生や風景を楽しむことができます。
自分と同行者に合ったコースを選び、富士山のすそ野
の散策のよさを味わって下さい。しかし、ここも、自
然の世界です。天候の急変に対応できる、雨具などは、
持参するようにして下さい。安心して、ハイキングを
楽しむことができます。また、御殿場方面の森林限界を
越えた地域のコースを行くときには、霧が発生すると、 歩くコースが見渡せず、不安になることがあります。

山専用の地図と磁石を持参して、道迷いにならない
ように心掛けて入山すると安心です。

(3)ハイキングを楽しむときの注意点
　自然を求めて、富士山の自然休養林に入り、ゴミ
が散乱していると不快になると思います。後からこ
の地を訪れるハイカーのために、必ずゴミは持ち帰
りましょう。それ以上に、人間の出したゴミは、野
生の動物の生態系をおかしくします。ビニールの袋
やプラスチックの蓋などを餌と間違えて食べ、野生
の動物の胃から発見されている例もあります。自然
保護は、一人一人のマナーから始まります。 

　富士山自然休養林は、昭和43年に全国
ではじめて国（林野庁）の指定を受けた自
然休養林です。広さは1,643haで富士宮
市・富士市・裾野市・御殿場市・小山町にま
たがっています。森林レクリエーションの
場として森林浴、ハイキング、キャンプな
ど、自然に親しみ楽しんでいただくために
設けられています。

富士山自然休養林の気象
富士山はやや内陸に入った独立峰である
ため寒暑の差が激しく年平均気温は10℃
内外である。標高を増すにしたがって冬
季の積雪も多く、常風は南西風が強い。
標高、風速、気温、空気（酸素）
◆標高が高くなる程、天候は変わりやすく
　なります。
◆気温は100メートル上がることに0.6℃
　下がります。
◆風速1m/sで体感温度は1℃下がります。
◆標高が高くなる程、気圧が減少し、温度
　が低くなるため、空気（酸素）がうすくな
　り、気分が悪くなることなどがあります。
　そのような時は無理をせずハイキング
　を止めることも必要です。特に病気の
　人は注意が必要です。
◆朝夕は温度が下がり、日中との温度差
　が激しくなります。
雲
富士山にかかる雲の中で天候の悪化を告げ
る雲は笠雲と吊し雲です。これらの雲が現
われると24時間以内に雨が降る確率が高
くなり、また風も強くなります。笠雲や吊
し雲を見たらそれなりの覚悟が必要です。
日の出、日没時刻
表富士グリーンキャンプ場付近（1,150m）での平均的な時刻です。

富士山自然休養林について
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●植物の垂直分布

富士山自然休養林で見られる動植物

日の出

日　没

春
(4月1日)

5:26

18:13

夏
(7月1日)

4:27

19:11

秋
(10月1日)

5:34

17:35

冬
(1月1日)

6:47

16:50

宝
永
火
口
縁
か
ら
見
た
第
一
火
口
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